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［ 配 付 用 ］

火山って、なあに？

資 料 1-6 ①

火山列島、ニッポン
　火山は歴史上、世界各地でさまざまな災害を

引き起こし、多くの人名をうばってきました。

「環太平洋造山帯」という、火山ベルトに位置す

るわが国には、たくさんの火山があり、おおむ

ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発

な噴気活動のある火山を「活火山」といい、日本

では110火山を数えます。

火山災害には、どんなものが考えられるだろう
　大きく分けると、①火砕流・火山灰や噴石、②マグマが流れ出す溶岩流、③.積もった火山灰が

原因となる土石流や融雪型火山泥流、④地震、⑤有毒な火山ガスによる被害、などがあげられます。

◆火砕流
　高温の火山ガス・溶岩片・火山灰などが一団となっ
て、高温・高速で斜面を流れくだる現象で、火砕流が
通過する所では、家屋などをすべて焼きつくす。平成3
年の雲仙岳（長崎県）の噴火でひんぱんに発生。

◆火山灰や噴石など
　火口からふき出る火山灰などは、噴火の大きさや上
空の風の強さによっては、1,000km以上も遠くまで飛ん
でいくことがある。斜面に積もった火山灰は、土石流や
融雪型火山泥流の原因となる。また、火口からは大きな
岩や石が放出されることがある。これを噴石といい、あ
たると人や家屋に大きな被害をもたらすことがある。

多くの犠牲者を出した大火砕流
（平成3年6月の長崎県・雲仙普賢岳噴火　時事通信社提供） 宮崎県・霧島山（新燃岳）の爆発的噴火（平成23年1月　気象庁提供）
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◆地震
　噴火活動にともない、大きな地震が起こることがあ
り、建物などに大きな被害が生じることがある。

◆火山ガス
　火口などからは、硫化水素、二酸化硫黄、二酸化
炭素などの有毒な成分をふくんだ火山ガスが放出さ
れる。

火山性の地震により倒壊した家屋（平成12年6月　新島村）

［ 配 付 用 ］

火山って、なあに？

資 料 1-6 ②

◆溶岩流
　火口からあふれ出した溶岩流は、約600～1,100℃と
ものすごく高温。溶岩流の通るところでは、田畑や家
屋などすべてが焼きつくされ、埋まってしまう。

◆土石流や融雪型火山泥流
　火によって火口付近の積雪がとけたり、火山灰が積
もったところに雨が降ったりすると、水が地中にしみ
こみにくいため、土石流や融雪型火山泥流が発生する
ことがある。これらの現象は速度が速く、途中で流木
や大きな石をまきこむことによって、山のふもとに大
きな被害をもたらすことがある。

インドネシアのメラピ火山の溶岩流
（平成13年2月　ＡＦＰ＝時事）

山のふもとまで押しよせる土石流
（平成3年6月の長崎県・雲仙普賢岳噴火　時事通信社提供）


